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大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-25
記入日 令和7年6月18日

施策の方向
（全体）

良好な市街地の整備を促進し、地域の特性に応じた景観や住環境のバランスがとれたまちづ
くりを町民・議会・行政が一体となって推進するとともに、近年危惧されている大規模地震
や大雨などによる災害発生に備えて、都市防災機能の向上を図ります。
また、人口減少や少子高齢化に対応した、快適で持続可能なまちづくりをめざし、増加が予
測される空家について対策を講じます。

重点施策 企画財政課

施策 ２５．市街地の整備 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

84

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

都市整備課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 94

決算額 495

災害に強いまちづくり B
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 25-1 都市整備課 事業評価 予算額 695

0

景観の保全 A
施策貢献度 良好
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

・耐震診断及び耐震改修工事補助の実績は０件だったが、ブロック塀等撤去費補助について
は３件の交付を行うことができた。
・これまで補助制度の実績がほとんどなかったことから、補助金上限額の引き上げや補助対
象範囲の拡充など要綱の見直しを行い、より活用しやすい補助制度にすることができた。

事業名

事業CD 25-2 都市整備課 事業評価 予算額 0

3

事業名

事業CD 25-3 都市整備課 事業評価 予算額 5,411

決算額

2

決算額 5,222

地域特性に配慮した住環境整備 A
施策貢献度 良好
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価 県と連携した啓発活動により広告景観形成地区における規制が図れた。

0

新たな市街地の整備 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

・狭あい道路に係る後退用地の寄付について、申し出のあった全ての用地を受け入れること
ができた。
・現行の地区計画に対して届出の内容を審査し、地区計画に適合しないものについては修正
させるなど、適切に対処することができた。

事業名

事業CD 25-4 都市整備課 事業評価 予算額 0

5

事業名

事業CD 25-5 都市整備課 事業評価 予算額 0

決算額

4

決算額 0

にぎわいのある拠点の形成 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
大井中央土地区画整理事業地内の宅地造成及び分譲、開発の推進により、住宅建設が進んで
いる。

事業評価 引き続き、県、民間事業者、町の３社でにぎわいのある拠点づくりを推進していく。

事業名

事業CD 25-7 企画財政課 事業評価 予算額 452

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額 452

空家対策の促進 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
空家バンクの運用による相談者への対応は充実してきたことに加え、空家調査を実施し、実
態を把握することができた。

予算額合計 6,558 決算額合計 6,169



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

3件
100% 100%都市整備課 大井中央土地区画整理事業の促進 80% 100% 90% 100%

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

企画財政課 管理不全空家の件数 5件 2件 4件 4件 4件

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

都市防災機能の向上を図り、減災対策をより効果的かつ効率的に進めるため耐震改修などに
対する補助金の補助上限の引き上げなど活用しやすい制度への改正が行われた。また、今後
増加が懸念される空家対策の推進に向けて、空家調査を実施するなどおおむね順調に進める
ことができている。

施策の今後の
方向性

耐震診断、耐震改修などの減災対策が進むよう、補助制度の活用を促す周知を強化するとと
もに、空家等対策計画の改訂に向けた課題等の把握に進めること。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 災害に強いまちづくり 予算額

各補助制度について、活用につながるよう更なる周知に努めること。

2

事業名 景観の保全 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き神奈川県と連携し、広告景観形成地区や屋外広告物規制等の普及啓発や規制誘導を
進めること。
事業名 地域特性に配慮した住環境整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

・引き続き、狭あい道路の解消に向けて、現行制度のもと確実に進めること。
・幹線道路沿線の都市計画や地区計画の変更に向けた検討を進めること。

4

事業名 新たな市街地の整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

3

人員 現状維持 一次評価を支持する

大井中央地区について、地区計画の適切な運用等を図り、引き続き中心市街地の住宅整備を
促進すること。
事業名 にぎわいのある拠点の形成 予算額 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、県・民間事業者・町の３者で連携し、町の地区計画・BIOTOPIA整備基本計画に基
づき、にぎわいのある拠点づくりを推進すること。

6

事業名 空家対策の促進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 意向調査の実施

5
今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 人員

人員 現状維持 一次評価を支持する

空家実態調査の情報等をもとに空家所有者へのアンケート調査などにより意向等を把握し、
空家等対策計画の改訂など今後の対策の検討を進めること。
事業名 予算額

7



頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-26
記入日 令和7年6月16日

施策の方向
（全体）

「都市計画道路金子開成和田河原線」は、引き続き早期完成を推進します。
さらに、全ての町民が安心して安全に通行できる生活道路の整備や計画的な修繕を行うとと
もに、豪雨などによる被害を軽減するための雨水排水対策を推進します。
また、一方では快適な道水路環境を継続的に維持するためには、町民との協働による維持管
理が重要となります。

重点施策

施策 ２６．道路・水路 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

84

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

都市整備課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 99

決算額 3,596

幹線道路の整備 A
施策貢献度 良好
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 26-1 都市整備課 事業評価 予算額 3,598

289,179

道路の整備 A
施策貢献度 良好
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価 都市計画道路開通のために必要な用地の取得を計画どおりに行った。

事業名

事業CD 26-2 都市整備課 事業評価 予算額 325,757

3

事業名

事業CD 26-3 都市整備課 事業評価 予算額 325,757

決算額

2

決算額 289,179

水路の整備 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

・道路整備については計画どおり事業を実施し、町民の利便性及び安全性の向上を図ること
　ができた。
・市場踏切の安全対策について、安全対策案の策定に向けた概略設計を令和7年度に行うこ
　ととした。
・令和5年度の橋りょう長寿命化修繕計画に基づいた点検及び予防保全型の修繕を実施し、
　橋りょうの長寿命化とコスト縮減を図ることができた。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

・側溝の補修及び体積土砂の撤去を行い、水路機能の回復及び流下能力を向上させることが
　できた。
・大川函渠の安全対策として、令和7年度に即効性のある対策を実施することとした。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名
事業CD 事業評価 予算額

7
事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度
進捗状況

決算額

施策貢献度
進捗状況

事業評価

予算額合計 655,112 決算額合計 581,954



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

40%
86% 93%都市整備課 橋りょうの長寿命化の促進 0% 100% 36% 86%

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

都市整備課 都市計画道路金子開成和田河原線の早期完成の推進 10% 50% 15% 20% 30%

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価 計画どおり道水路工事が行われ、利便性及び安全性の向上が図られている。

施策の今後の
方向性 引き続き、都市計画道路の早期完成をめざすとともに計画的に工事を進めていくこと。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 工事等の調整連携 人員 現状維持 一次評価を支持する

良好
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 幹線道路の整備 予算額

引き続き、都市計画道路開通に向けて必要となる町の役割について、迅速かつ着実に進める
こと。

2

事業名 道路の整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、道路整備、ＪＲとの協議、橋りょうの長寿命化対策について、計画的に事業を進
めること。
事業名 水路の整備 予算額 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、水路の機能維持と安全性の向上について計画的に事業を進めること。
大川函渠の水路改善については、路面標示工事を施工するとともに、その効果について検証
すること。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7



頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-27
記入日 令和7年5月28日

施策の方向
（全体）

水の安定供給のため、老朽化した施設の更新・耐震化を図ります。
また、経営の健全化に努めます。

―

施策 ２７．上水道 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

90

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

生活環境課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 103

決算額 12,089

水道事業計画の見直し A
施策貢献度 優良
進捗状況 順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 27-1 生活環境課 事業評価 予算額 17,182

1,206

水源の保全 A
施策貢献度 優良
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価

「水道施設整備基本計画」により、更新する施設等の優先順位の決定を受け、各施設等の実
施年度を中長期的に計画するとともに、持続可能な運営を図るため限りある財源のもと工事
規模の平準化を行いつつ経営戦略の改定を行った。

事業名

事業CD 27-2 生活環境課 事業評価 予算額 1,630

3

事業名

事業CD 27-3 生活環境課 事業評価 予算額 118,085

決算額

2

決算額 68,861

施設設備の更新及び耐震化 A
施策貢献度 良好
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
水質検査については、計画通りに実施し全て基準内の結果となっている。また、施設管理に
おいては特に異常は発見されず、水質異常につながる事案は発生していない。

9,292

経営の効率化・健全化 A
施策貢献度 良好
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価 基本計画に沿って事業を進めており、管路の耐震化率も好調に推移している。

事業名

事業CD 27-4 生活環境課 事業評価 予算額 13,684

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
漏水調査を行ったことにより、早期に漏水を発見できた。また、修理をすることで不明水の
改善を行うことができ、有収率の向上に繋がった。

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 150,581 決算額合計 91,448



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

14.77%
83.9% 89.2%

生活環境課

生活環境課 給水の有収率 87.4% 88.0% 86.8% 85.2%
施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 管路の耐震化率 0.00% 6.00% 3.54% 4.22% 10.64%

118.0%経常収支比率 128.6% 135.0% 134.1% 127.8% 128.3%

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

計画どおり事業を進めたことにより耐震化率が向上し、合わせて安定した給水が図られてい
る。また、漏水修理などにより不明水が改善され有収率が上昇に転じるなど、効率的な経営
が図られている。

施策の今後の
方向性

安定した給水が行えるよう、引き続き計画に沿った事業を実施するとともに、よりコストを
意識した効率的な経営に努められたい。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

優良

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

順調に進んでいる

＜二次評価＞

縮小 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

優良
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 水道事業計画の見直し 予算額

予定どおり計画が改定されたことから、本計画に沿った事業の進行管理に努められたい。

2

事業名 水源の保全 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き安全安心な水道水の確保に努められたい。

事業名 施設整備の更新及び耐震化 予算額 現状維持 一次評価を支持する

安定した給水が行えるよう、引き続き計画に沿った事業実施に努められたい。

4

事業名 経営の効率化・健全化 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

3

人員 現状維持 一次評価を支持する

有収率の改善が図られたものの経常収支比率が減少していることから、よりコストを意識し
た効率的な経営に努められたい。
事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7



頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-28
記入日 令和7年6月10日

施策の方向
（全体） 計画的な公共下水道の整備・改築を図るとともに、経営の健全化に努める。

―

施策 ２８．下水道 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

92

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

生活環境課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 106

決算額 39,428

計画的な整備 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 28-1 生活環境課 事業評価 予算額 47,973

29,258

計画的な修繕・改築 B
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

計画通り公共下水道を整備したことにより、行政人口に対する人口普及率は0.2ポイント上
昇し91.9%となった。また、未接続の４世帯が下水道へ接続したが、水洗化率は前年度から
変わらず96.6%であった。

事業名

事業CD 28-2 生活環境課 事業評価 予算額 40,118

3

事業名

事業CD 28-3 生活環境課 事業評価 予算額 181

決算額

2

決算額 161

持続的に安定した経営の推進 B
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

ストックマネジメント計画に基づき管渠更生工事を行い、侵入水を防止するとともに道路陥
没や管渠の延命化を図ることができた。一方、不明水対策としてマンホール蓋の取替などを
行っているが、降雨量などの要因から2.8ポイントのマイナスとなってしまったことから、
今後も計画的に維持修繕に努める必要がある。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

一般家庭用及び営業用などの使用量の減少により下水道使用料は減少しつつも、維持管理費
を抑えることで健全化を図れたが、依然として一般会計からの繰入に依存している会計と
なってしまった。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 88,272 決算額合計 68,847



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

96.6%
17.5% 20.3%

生活環境課

生活環境課 不明水比率 27.8% 20.0% 11.5% 11.2%
施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 水洗化率 95.8% 97.0% 96.5% 96.5% 96.6%

71.1%経費回収率 71.6% 85.0% 70.2% 69.3% 65.7%

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

計画的に各事業が進められており、公共用水域の保全や施設の老朽化による事故防止対策な
どが図られている。また、使用料の改定や維持管理費を抑制するなど経営改善に努めてい
る。

施策の今後の
方向性

計画的に修繕等を行っているが、不明水の抑制には至っていないため更なる対策が必要であ
る。また、経営努力は伺えるものの、依然として一般会計からの繰り入れに依存しているこ
とから、継続的に経営改善に努められたい。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 計画的な整備 予算額

計画的な整備を推進するとともに、未接続世帯への対応を強化するなどし水洗化率向上を図
られたい。

2

事業名 計画的な修繕・改築 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

計画的な修繕や改築を推進するとともに、不明水対策については更なる対策を検討された
い。
事業名 持続的に安定した経営の推進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

使用料改定により経営改善が見込まれるが、引き続き維持管理費の抑制などにより経費回収
率の向上に努められたい。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7



　

頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-29
記入日 令和7年5月26日

施策の方向
（全体）

町民が生活交通として、便利かつ快適に公共交通機関を利用できるよう、「大井町地域公共
交通会議」を中心に地域の関係者と協議し町の実情に即した持続可能な公共交通ネットワー
クの形成に努めます。
また、誰もが利用しやすい環境を整え、公共交通の利用促進を図ります。

重点施策 都市整備課

施策 ２９．地域公共交通 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

94

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

企画財政課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 109

決算額 21,816

持続可能な公共交通ネットワークの形成 A
施策貢献度 優良
進捗状況 順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 29-1 企画財政課 事業評価 予算額 21,816

45

公共交通の利便性向上と利用促進 A
施策貢献度 優良
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価

引き続き「おおいゆめバス」を運行し、広報にて定期的に記事を掲載、町民へ運行・利用の
周知を行った。利用者アンケート調査や町民意見より、町民ニーズ把握に努め、運行形態の
一部変更につなげた。

事業名

事業CD 29-2 企画財政課 事業評価 予算額 45

3

事業名

事業CD 29-2 都市整備課 事業評価 予算額 260

決算額

2

決算額 260

公共交通の利便性向上と利用促進 A
施策貢献度 良好
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価

鉄道において要望活動を継続して実施した。また、JR乗り継ぎ時刻表や公共交通マップなど
の作成を通じて公共交通全体の利用促進を図った。また、おおいゆめバスのノンステップバ
スやＥＶバス導入について、運行委託業者と検討を行った。

施策貢献度

進捗状況

事業評価 JR御殿場線上大井・相模金子駅の駐輪場管理を適切に行った。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 22,121 決算額合計 22,121



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

11,577人

123本 111本
都市整備課

企画財政課 大井町を走る路線バス運行数の維持 132本 132本 113本 104本
施策目標

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

企画財政課 町運行バス（福祉バス含む）の利用者数 4,581人 4,600人 5,215人 10,063人 11,933人

1回駅前駐輪場の適正管理（放置車両の整理） 1回 1回 1回 1回 1回

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

巡回バスについては町民ニーズを把握し、鉄道においては関係機関への要望活動や駅駐輪場
の適正管理など通じて、公共交通の利便性向上に努めている。通勤、通学、買い物、通院な
ど、日常生活に必要な移動を確保し、円滑に行うことは、まちづくりにおいて重要な要素で
あることから、今後の事業の推進に一層期待する。

施策の今後の
方向性

将来的には、環境への負荷を低減し、経済的にも持続可能で、社会的に公平な交通体系の構
築が望まれる。「大井町地域公共交通会議」における協議を進め、町民に愛され、支えられ
るものとなるよう、施策を推進されたい。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

優良

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

順調に進んでいる

＜二次評価＞

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 検証・事業展開 人員 現状維持 一次評価を支持する

優良
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 持続可能な公共交通ネットワークの形成 予算額

今後、一部地域をタクシーにより補完するなど、町民生活の利便性の向上に取り組まれている。経済的持続可
能性を視野に入れ、町民が積極的に地域交通を利用するよう、事業の推進に努められたい。

2

事業名 公共交通の利便性向上と利用促進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 要望強化

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

鉄道輸送力増強に向けての要望活動をはじめ、今後とも公共交通の利便性向上に努められた
い。
事業名 公共交通の利便性向上と利用促進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

駅の利用者が自転車を安全かつ便利に駐輪できるよう適正な管理に取り組まれている。引き続き、利便性の向
上に努められたい。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7



頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 4-8-30
記入日 令和7年5月22日

施策の方向
（全体）

最適な公共サービスの提供や施設の安全性を確保していくため、公共施設のマネジメントや
管理などを適切に行います。

―

施策 ３０．公共施設 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

96

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ８．社会基盤 施策

担当課

総務課

位置付

第2次実施計画 2023～2025 113

決算額 0

公共施設マネジメントの推進 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 30-1 総務課 事業評価 予算額 0

施策貢献度

進捗状況

事業評価

公共施設等個別施設計画に基づき、令和6年度では老朽化した大繩町営住宅を除去し、また
消防団詰所(第1分団)の更新を行った。また、消防団(第6分団)の解団によりその消防団詰所
の除去を行ったほか、技術検査等を行うことで工事の内容及び計画の進捗状況の把握に努め
た。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 0 決算額合計 0



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

38%

施策目標

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

総務課 公共施設等個別施設計画及び学校施設長寿命化計画の進捗率 - 100% 14% 19% 24%

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価
目標に対する進捗率は低いが、公共施設等個別施設計画に基づき、令和6年度において公共
施設のマネジメントや管理などを適正に実施している。

施策の今後の
方向性

公共施設の維持管理及び改修工事等に対し、施設管理担当課より情報を収集し、公共施設全
体で計画的に改修を行うこと。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

やや遅れている

個別提言

1

事業名 公共施設マネジメントの推進 予算額

公共施設の維持管理及び改修工事等に対し、施設管理担当課より情報を収集し、公共施設全
体で計画的に改修を行うこと。

2

事業名 予算額

今後の方向性

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7


